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たのであった。1557 年終わりから 1558 年頃に、スコットランドの改革派の間でイングランドの
祈禱書が一般的にかなり使われるようになった 3。しかし、改革派神学者ジョン・ノックス (John 
Knox) は、祈禱書で規定されている聖職服、十字の印、聖餐式で跪く姿勢といったカトリック的
伝統を嫌悪していた 4。1564 年にノックスが堅固にジュネーヴの方法に基づいた礼拝規則書 (the 
1　イングランドにおける祈禱書の作成過程や特徴についての詳細は、拙稿「エドワード六世とエリザベス治
世における祈禱書－聖餐式と聖職服を中心に－」『エクフラシス－ヨーロッパ文化研究－』（早稲田大学ヨー
ロッパ中世・ルネサンス研究所）、第 2 号 (2012 年 )、123-136 頁を参照。
2　G. B. Burnet, The Holy Communion in the Reformed Church of Scotland (Edinburgh: Oliver and Boyd, 1960), 
p. 9; Nigel Yates, Preaching, Word and Sacrament: Scottish Church Interiors 1560-1860 (London: T & T Clark, 
2009), p. 9; Gordon Donaldson, The Making of the Scottish Prayer Book of 1637 (Edinburgh: Edinburgh UP, 
1954), p. 7. ドナルドソンの著書の後半には 1637 年のスコットランドの祈禱書のテキストが収録されている。
3　Yates, Preaching, p. 9.
















革命期の 1645 年以降、スコットランドでは長老派の公同礼拝指針 (A Directory for the Publicke 























１ 歩行する (walking, ambulatory) 
２ 聖餐卓の近くで立つ (standing) 
３ 各自の席に座る（牧師がパンとぶどう酒を彼らの席まで運ぶ）(sitting in their seats) 
４ 長い聖餐テーブルに着席する (sitting at tables)　　　
歩行の場合、聖餐卓の端にいる牧師からパンを受け取り、もう一方の端にいる牧師からぶどう














(the Black Acts) が通過した。その法律は主教制 (episcopacy) を再確立し、主教を教会総会では




　エリザベスが 1603 年に死亡すると、スコットランド国王のジェームズ六世 (James VI, 在位 
1603-25) がイングランド王位を継承した。ジェームズは教会に対する王室の支配を確実にし、維
7　Yates, Preaching, pp. 13-14.
8　Burnet, p. 30.
9　Burnet, p. 31; William D. Maxwell, A History of Worship in the Church of Scotland (London: Oxford UP, 





























10　Rowan Strong, Episcopalianism in Nineteenth-Century Scotland: Religious Responses to a Modernising Soci-
ety (Oxford: Oxford UP, 2002), p. 7.
11　Strong, p. 8.
12　Yates, Preaching, p. 15; Charles Hefling and Cynthia Shattuck eds., The Oxford Guide to the Book of 
Common Prayer: A Worldwide Survey (Oxford: Oxford UP, 2006), p. 48.
13　Hefling and Shattuck eds., The Oxford Guide to the BCP, p. 48.
14　W. K. Lowther Clarke ed., Liturgy and Worship: A Companion to the Prayer Books of the Anglican 






この節では、スコットランドの祈禱書 (The Book of Common Prayer and Administration of 
the Sacraments and Other Parts of Divine Service for the Use of the Church of Scotland) の成立過
程について説明したい。




















聖餐式では、カトリック的伝統である奉献 (Oblation) と聖品への聖霊降下の嘆願 (Epiclesis) が
16　Yates, Preaching, 17; Hefling and Shattuck eds., The Oxford Guide to the BCP, p. 50.
17　Donaldson, p. 41; Yates, Preaching, pp. 17-18.
18　John Dowden, The Annotated Scottish Communion Office (Edinburgh: R. Grant & Son, 1884), p. 29.
19　Donaldson, pp. 42-44; Yates, Preaching, pp. 17-18.
20　Yates, Preaching, pp. 17-18.
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ゼイ (David Lindsay)、マリ主教ジョン・ガスリ (John Guthrie)、ダンブレイン主教ジェームズ・
ウェダバーン (James Wedderburn)、ブリーヒン主教トマス・シドサーフ (Thomas Sydserf) とロ
ス主教マクスウェルが中心人物で、ロードはほとんど関わっていなかった 22。
1635 年の終わり、ウェダバーンがロードに送ってきたいくつかの覚書を、イングランド側の
ノリッジ主教マシュー・レン (Matthew Wren) 、ロード、国王で検討した。そして、1636 年 4











スコットランドの祈禱書は 1637 年 5 月に出版された。教会総会によって承認されていなかっ




21　Donaldson pp. 44-46; Dowden, p. 39; Yates, Preaching, pp. 17-18.
22　Donaldson, p. 47; Yates, Preaching, pp. 17-18.
23　Donaldson, pp. 50-53; Yates, Preaching, pp. 17-18.
24　Yates, Preaching, p. 18.
25　Yates, Preaching, pp. 17-18.
26　Hefling and Shattuck eds., The Oxford Guide to the BCP, pp. 50, 166.
27　Burnet, p. 95.
































30　Burnet, p. 98; Hefling and Shattuck eds., The Oxford Guide to the BCP, p. 168.
31　Hefling and Shattuck eds.,The Oxford Guide to the BCP, p. 51.
32　Yates, Preaching, p. 18.











(The Table being decently covered and so conveniently place that the communicants may orderly 
































るための祈禱書が強制されることはなかった 43。以上のように、イングランドでは 1662 年に祈禱
書が回復・改訂されたが、スコットランドでは 1637 年の祈禱書も、1662 年の祈禱書も、王政復
古期に使われるようにはならなかった。主教制派の礼拝は、長老派の礼拝と区別することが大変
難しかったのである 44。
　名誉革命後、スコットランド議会は 1689 年 4 月、王位は空位であるとして新しい君主にウィ
リアム三世 (WilliamIII,在位 1689-1701)とメアリ二世 (Mary II, 在位 1689-1694)を認めた。しかし、
正統な国王であるジェームズ七世 (James VII, 在位 1685-1688) に忠誠を誓っていた主教の反発が
起きた。スコットランドおよびイングランドでノンジューラ (Nonjuror, 宣誓拒否者 ) が出現し、
ハイランド、北東部の一部で主教制派が強力となった 45。名誉革命後、イギリスの君主に忠誠を







40　Nigel Yates, Liturgical Space: Christian Worship and Church Buildings in Western Europe 1500-2000 
(Aldershot: Ashgate, 2008), p. 59; Yates, Preaching, pp. 20, 85; Bryan D. Spinks, Liturgy in the Age of Reason: 
Worship and Sacraments in England and Scotland, 1662-1800 (Aldershot: Ashgate, 2008), p. 67; Hefling and 
Shattuck eds., The Oxford Guide to the BCP, p. 168.
41　Hefling and Shattuck eds., The Oxford Guide to the BCP, pp. 69-70, 168.




46　Yates, Preaching, p. 99; Strong, p. 12.
47　Hefling and Shattuck eds., The Oxford Guide to the BCP, p. 168.
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（２）アン女王治世におけるイングランドの祈禱書の流入
　熱心な国教徒アン女王 (Anne, 在位 1702-1714) が即位すると、特に 1707 年の合同以降、イン
グランドの祈禱書がスコットランドへ送られるようになった 48。とりわけオクスフォードから祈
禱書や書物が送られ、1637 年のスコットランドの祈禱書も増刷された。ただし、女王と王室の
ための祈りは削除された。ノンジューラはプリテンダ (Pretender, 王位僭称者 )49 以外の君主のた
めに祈ることができなかったためであろう。スコットランドの祈禱書よりも、イングランドのも















48　J. H. Overton, The Nonjurors: Their Lives, Principles, and Writings (London: Smith, Elder, & CO., 1902), p. 
444.
49　ジェームズ七世の息子ジェームズ・フランシス・エドワード (James Francis Edward)、孫のチャールズ・
エドワード (Charles Edward) を指す。
50　Dowden, pp. 56-57.
51　Francis Procter and Walter Howard Frere, A New History of the Book of Common Prayer: With the 




密の洗礼と結婚に反対する法」を廃止するための法 (10 Annae, c. 7) (An Act to prevent the disturbing those 
of the Episcopal Communion in that Part of Great Britain called Scotland, in the Exercise of their religious 
Worship, and in the Use of the Liturgy of the Church of England; and for repealing the Act passed in the 





















　さて、18 世紀においてイングランドでもノンジューラが存続していた。彼らには 1662 年の祈
禱書を礼拝で使用する法的義務はなかった。彼らはイングランドの祈禱書を支持していたが、聖
餐式には改良すべき点があると考える者もいた。特に、主要な四つの初期の典礼を聖餐式で回復




３ 死者のための祈り (Prayers for the dead)　
54 　Burnet, p. 73; Spinks, pp. 67-69.
55 　W. J. Grisbrooke, Anglican Liturgies of the Seventeenth and Eighteenth Centuries (London: SPCK, 1958), p. 
150; Dowden, pp. 55-56.
56 　Dowden, p. 59.
57 　Hefling and Shattuck eds., The Oxford Guide to the BCP, p. 170.
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４ チャリスの中のぶどう酒に水を加える聖杯混合 (Mixted Chalice)
エドワード六世 (Edward VI, 在位 1547-53) の第一祈禱書 (1549 年 ) は四つの慣習がすべて含ま
れていたので、彼らの希望にかなっていた。1718 年、四つの慣習を記載したイングランドのノ










れていた 1637 年のスコットランドの祈禱書の聖餐式文が 1722 年に独立して印刷され、出版さ
れるようになった 61。それはノンジューラの人気を得るようになり、1724 年に増刷された 62。その
後、1755 年、スコットランドのノンジューラであるアバディーン主教アンドルー・ジェラード






れてから、1552 年、1559 年、1604 年、1662 年に改訂され、1662 年版が基準となっている。礼
58　Dowden, p. 72, 125-133; Overton, p. 292. (A Communion Office taken partly from the Primitive litur-
gies and partly from the first English reformed Common-Prayer Book) 
59　Clarke, p. 791.
60　Dowden, p. 72.
61　Hefling and Shattuck eds., The Oxford Guide to the BCP, pp. 171-172. (The Communion Office for 
the Church of Scotland, as far as concerneth the ministration of that Holy Sacrament. Authorized by K. 
Charles I. Anno 1636)
62　Clarke, p. 791; Grisbrooke, p. 152.
63　Clarke, p. 791; Hefling and Shattuck eds., The Oxford Guide to the BCP, pp. 171-172; Grisbrooke, p. 152; 
Procter and Frere, pp. 228-229.
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拝統一法によって祈禱書を使用した礼拝が強制されているイングランド国教会と異なり、スコッ
トランド主教制教会においては統一された礼拝は行われず、礼拝規則書、イングランドおよび
1637 年のスコットランドの祈祷書、公同礼拝指針が用いられるなど、多様であった。スコット
ランドの祈禱書はイングランドのものよりもカトリック的伝統を維持していた。17 世紀におい
てもスコットランドでは長老派の影響力が強く、1637 年の祈禱書はあまり用いられなかったよ
うである。1645 年に公同礼拝指針が成立すると、それはスコットランド長老派の間で広く用い
られ、主教制派も同様の礼拝・儀式をしていたと言われている。名誉革命後に長老派が確立され
ると主教制派は政府から迫害されたが、熱心な国教徒アン女王の治世には事態は好転した。1707
年の合同以降、イングランドの祈禱書が大量に流入し使用されるようになったため、主教制教会
の礼拝にも影響を与えた。一方で、スコットランドの祈禱書が改訂・増刷され、18 世紀後半に
定着していくのである。特にスコットランドの祈禱書をもとにした 1764 年の聖餐式文は、主教
制派の標準的な典礼として認められ、スコットランドの伝統が存続したのである。本稿において
は、近世スコットランド主教制教会における礼拝をイングランド国教会や長老派教会と比較して
検討してきた。18 世紀初期から、イングランドの祈禱書だけでなくスコットランドの祈禱書も
回復され、支持者が拡大していったため、礼拝においてスコットランドの伝統が維持されたとい
えよう。　
